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40) 新しい血中 Cortisolの簡易定量法
千葉大中島博徳，。村田光範，.中田益先 
3H-Prednisolone Resin Uptakeを用いた簡易血
中 Cortisol定量法を述べた。定量法を簡単に説明
すると，先ず，標準血清 1mlK一定量の Cortisol
を添加し，乙の血清につき， 3H・PrednisoloneResin 
Uptakeを行なう。得られた Uptakeの値と添加
Cortisol量を結ぶと検量曲線が得られる。次1<:，
被検血清2mlを取り，これに 95%Ethanol を加
えてよく混和する。この上清2mlを取り，窒素ガ
スで乾固する。残溢を標準血清 1mlで溶解し， こ
れについて 3H-PrednisoloneResin Uptakeを行な
う。得られた Uptakeの値を検量曲線上に読むと，
Ethanol上清中の Cortisol量が求められる。この
値を，被検血清から Ethanol上清への Cortisolの
回収率で補整すると，被検血清中の Cortisol量が
求められる。以上の方法を， ACTH投与の患者に
応用した所，注射前K比して，注射後は明らかなる
血中 Cortisol量の上昇を認めた。また， 日内変動
では，午前に高く，午後lζ低い値を得た。乙れらの
結果，この方法は，血中 Cortisol量の簡易定量法
となりうることを示した。
41) 血清サイロキシン新簡易測定法
千葉大中島博徳，。倉持正昭，堀口東司
臨床的に応用できる血中甲状腺ホJレモン測定法と
して PBIがあるが，操作が繁雑で且つ沃度の汚染
はより測定値の変動を来たし易い。われわれは 1311_ 
T 3 resin uptake (R U)の手技を利用して沃度汚
染の影響もなく手技も簡単な血清 thyroxine(T4) 
測定法を考案した。原理:RU において予め血清に
T4を添加すると RUは添加量に応じて変動を示
す。被検血清より T4を抽出し，標準血清に加えて
RUを測定すればその値より添加 T4量を知る事が
出来る。方法:被検血清2ml1乙95%ethanolを加
え T4を抽出乾回し， 標準血清〈廃棄血清を pool
したものあるいは乾燥血撲溶解液〉に加え RU を
測定する。 これを予め標準血清に段階濃度の T4 
を加えて RUを測定作図した標準曲線に対比し，
血清からの T4回収率で補正，求める値を得る。本
法の値は PBIとよく相関し，再現性も良好であ
る。尚本法による値と RUの積，すなわち free 
thyroxine indexが単独で血清の T4結合蛋白の結
合能に異常ある際にもよく甲状腺機能を反映するこ 
とについて言及した。 
42) 副腎皮質ホルモンが著効を示した類アナフィ
ラキシー紫斑病2例
川口工業東部病院石井 博
本症は種々の抗原刺激に対する過敏反応の一つで
あると考えられているが副腎皮質ホ Jレモン投与によ
り，短期間に可成りの強い症状を緩解せしめ，再発 
等のなかった 2例を報告する。
第 1例 5才男児昭和40年 3月29日頃より
軽度の発熱，替部の点状皮下溢血，顔面浮腫状，紅
斑を認め，手および足関節の腫脹，広痛のため，歩
行不能となり，当科を訪れた。検査所見は，白血球
増多，尿沈澄l乙赤血球を僅かに認める外， 略々.正 
常，抗生物質および， Predonisolone， Betame-
thasoneの投与にて，翌日より症状の緩解を見，約 
2週後には略々，治癒した。
第 2例 5才女児昭和40年 3月10日頃より
頭痛，側頭部l乙銅貨大程の腫脹，手，膝および足関
節の疹痛，さらに紫斑を認め当科外来を訪れた。検
査所見では，白血球増多" ASLO値の著明な上昇
があり，抗生物質， Predonisolone の投与により
急速に症状の改善を見，約 10日後には略々治癒せ 
しめた。
質問:神田勝夫(君津中央〉
クインケ様の浮腫には痛みがあったか。最近私も
発熱と有痛性の同様な浮腫を初発症状とした本症の 
2例を診療し，副腎皮質ホルモン使用により治ゆし
た症例を経験した。
解答:
第 1例にはクインケの浮腫の様な腫脹はなかっ
た。 
第 2例は外来時に関節痛と頭部氏疹痛を伴ったク
インケの浮腫の様な腫脹を認めている。疹痛は自発 
痛および圧痛の両者である。
43) 副腎皮質ホルモンの抗アナフィラキシー作
用機序について
順天堂大吉田全次，繁田迫郎
家兎を卵白アルブミン感作し，アナフィラキシー
ショックを誘発すると血清補体価は急激に低下し，
ショックを起した。感作期間中，または引続き誘発
4日前迄デキサメサゾン 1.-..-2mgを筋注したが， 
誘発により補体価の低下とショックを見た。誘発前
7日間連続または誘発2時間前にデキサメサゾンを
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与えると，誘発しても補体価に変動なく，ショック
も起らなかった。誘発直前または直後の投与は無効
であった。
以上の実験成績よりみれば，デキサメサゾンの抗
アナフィラキシ一作用は，抗体の生成抑制や，抗原
抗体反応による組織反応の抑制ではなく，直接抗原
抗体反応を抑制する作用によるとの結論に達した。
質問: 中島博徳(千葉大〉
誘発の 2時間前で抑制する成績の様であるが，少
し短い様な気もするが如何。
解答: 吉田全次(順天堂大〉
中島春美博士へ ステロイドの補体そのものに対
する作用は使用により補体価が多少低下する例もあ
るが，大きな影響はない。ステロイドを誘発2時間
以上前に使用すればアナフィラキシー誘発を行なっ
ても，補体は低下せず，ショックは起らなかったと
いう結果を発表した。
中島助教授へ ステロイドのアナフィラキシーシ
ヨツク抑制に対する作用機序として，抗原抗体反応
を直接抑制するとの説は強く主張されてはいないと
思われる。私の実験成績ではこの直接抑制を考えな
いと解釈がつかない。したがって使用後の 2時間た
てば組織中にステロイドは分布し，この作用を呈し
たものと考えている。
44) 皮膚筋炎の 1例
国立千葉
森 和夫，。牧野忠夫，内山忠夫
患児は 8才の女児。歩行障害と，顔面，四肢，躯 
幹の発赤，腫脹あれ検査成績では， LDH，GOT， 
GPTの上昇の他，特記すべきことなし。筋電図で，
低電位と， Spike数の減少あり，筋生検で，筋線
維の萎縮，皮下には謬原線維の増殖，細胞浸潤がみ
られた。副腎皮質ステロドホ Jレモンの投与により症
状の軽快を見た。 
45) 犬姻虫症
千葉大村田光範，。渡辺 福
強度の Eosinophilie と白血球増多を伴った犬畑
虫症の 1例を報告する。
患者は 5年 8カ月男児， 39年 5月 1日麻疹擢患
後欺咳が続き，気管支炎の治療をうけていた。 6月
腹部膨満著明， 7月7日高熱，咳欺著しく X線所見
で肺浸潤像を認め，化学治療をうけて軽快したが，
白血球 23000と強度の Eosinophilieを指摘され， 
精査のため当科に入院した。入院後 36.soC肺浸潤
像あり，腹部は大腸のガス集積著明，肝は軽度に腫
脹し，肝機能はやや障害されていた。骨髄像では異
常細胞はないが好酸性細胞は 57%，末梢血液像では
やや貧血，白血球は 4"，50，000，その内，好酸球は 65
を占める。検便では寄生虫卵陰性，血清蛋86%"，
自分劃では Hyperglobulinemiaで，血液疾患，皮
膚疾患，アレルギー性疾患などは考えられず，犬姻
虫症による viscerallarva migrousを疑い，その
抗原抗体反応から上記診断を確定した。 
46) 小児期気管支端患における気管支鏡所見に
ついて(予報〉
千葉大。寺島 周，内田佐太臣，上原すず子
平形昭代，吉田 亮
教室においては，慢性胸部疾患につき， 昭和 39
年より，肺癌研究所の諸先生の協力を得て，全麻に
よる気管支鏡検査を行なっている。今回は肉眼的所
見，細胞学的検索について，気管支晴息に限り予報
的に報告する。症例は 11例で， 4才"，12才に分布
する。主な肉眼的所見は，気管支粘膜の充血，浮腫で
各々 7例および 8例である。粘膜の肥厚を 2例に認
めたが，各々 6年， 8年の経過を経ている。気管支
拡張は 5例に認め，全例 3年，-，5年の経過を有した。 
膿性分泌物を 5例に認めた。部位は充血，浮腫は気
管支全体に，器質的変化は下葉支rc.，全例におおよ
そ認められた。 ζれは， Van Loone sc Diamond 
の報告と近似している。細胞学的検索では，全例
Nasal smearで EosinophiIie を認め，気管支よ
り直接採取せる分泌物を 3例において，前者と比較 
し， 2例において Eosinophilieの点で関係が有る
様である。細胞学的検索，所見と予後の関連，気管
支造影，他疾患との関連を進め，症例を増してゆく
意向である。
47) 目指息患児の間歓期の肺機能について
千葉大。入枝幸三郎，村田三紗子
船橋茂，吉田亮
間歌期瑞息患児の肺機能と，9lアイカベネヂク
ト型レスピロメーターで測定し，各身体計測値との
相関性を見て，次に傾向線を求めて，正常例と比較
した。肺活量では，男児は，相関係数は身長で 0.94
女児 0.87，体重で男児0.91，女児 0.95，体表面積で男
児 0.96.女児0.88，であり， 正常例で、求めた傾向線
を間歌期に当てはめると，身長を基にした時以外
